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※ 各地域の介護予防・日常生活支援総合事業を推進する

上で、本調査を活用していただくことを想定して、本
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はじめに 

本手引きは、各地域における健康寿命の延伸に向けた効果的な介護予防の取り組みの実施に向け、

またその取り組みを含む介護保険事業計画の策定・実施等に向けて活用していただきたい、「介護予

防・日常生活圏域ニーズ調査」の調査内容と調査手法および地域包括ケア「見える化」システム上

での「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の活用事例をご紹介するものです。 

 

団塊の世代が75歳以上となる2025年（平成37年）を目途に、高齢者が重度な要介護状態とな

っても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを最期まで続けることができるよう、各地域で地域包括

ケアシステムの構築に向けた取り組みが推進されており、要介護状態になる前の高齢者に対する効

果的な介護予防のための取り組み、つまり新しい介護予防・日常生活支援総合事業（以下、新総合

事業）はこの取り組みの1つとして重視されています。市町村は新総合事業において、住民主体の

活動を多様な主体の参画による多様なサービスを充実することを通じて支援し、地域の実情に応じ

た地域の支え合いの体制づくりを推進することにより、要支援者等に対する多様なニーズに応えて

いくことが求められています。 

 

新総合事業における地域の支え合いの体制づくりとは「地域づくり」に他なりませんが、その方

法は1つではなく、地域の抱える課題や実情に合わせて丁寧に対策を検討していく必要があります。

そのためには日常生活圏域のような生活単位の実態を適切に把握し、それまでの事業評価と合わせ

て計画策定を行うというPDCAサイクルの視点が欠かせません。 

 

こうした介護予防等の事業評価について、第5期および第6期介護保険事業計画においては、計

画策定の際の実態把握のために「日常生活圏域ニーズ調査」が用いられていましたが、①調査項目

が多く、調査対象者の高齢者にとっての調査負担が大きく、調査の対象状態が明確ではない②調査

結果から日常生活圏域ごとのサービス目標設定の方法が分からない、といった指摘がありました。

また、データの蓄積・共有が全国的に行われていなかったこともあり、経年的な比較や地域間の比

較を行うことができませんでした。すなわち、事業評価を行う仕組みが十分には整備されておらず、

ベンチマークを通じて自地域の立ち位置を把握することができませんでした。 

 

これらの背景を踏まえ、新総合事業の評価を通じて地域課題を把握し、地域包括ケアシステムを

構築していく上で有効な支援ツールとなるよう、地域包括ケア「見える化」システムの中で調査結

果の経年比較、地域間比較が可能となるように、調査内容と調査手法の見直しを検討し、ここに「介

護予防・日常生活圏域ニーズ調査実施の手引き」としてまとめました。 
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I．これまでの経緯と「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の目的 

 

（これまでの経緯） 

○ 「日常生活圏域ニーズ調査」は、介護保険サービスの基盤整備や地域支援事業等の構築を進めるにあた

り、高齢者の要介護度の悪化につながるリスク等を把握した上で必要なサービスの種類・量・事業方法

等を検討することが重要との認識の下、地域診断のためのツールの1つとして第5期より導入されまし

た。第6期には高齢者の社会参加に配慮した観点から調査項目の見直しが行われ、現在に至っています。 

 

（現状と課題） 

○ 「日常生活圏域ニーズ調査」の調査項目（第6期）の主設問数は多く、高齢者にとってかなり記入負担

の大きいものでした。また、市町村によって「調査方法（使用する名簿、悉皆調査／標本調査等）が異

なるため「地域間比較に資するデータになっていない。」「介護保険事業計画に活かしていない。」とい

った意見をいただいていました。 

○ さらに、団塊の世代が 75 歳以上となる平成 37（2025）年に向け、地域包括ケアシステムを構築して

いくため、新しい介護予防・日常生活支援総合事業（以下、「新しい総合事業」。）を市町村が中心とな

って展開し、地域の実情に応じて、住民等の多様な主体が参画し、多様なサービスを充実することによ

り、地域の支え合いの体制づくりを推進し、要支援者等に対する効果的かつ効率的な支援等を可能とす

ることを目指しているところです。 

○ このように市町村は、新しい総合事業をはじめとする各種事業を地域の実情に合わせて運営・管理する

必要が生じているため、「日常生活圏域ニーズ調査」をより有効に活用できるよう、調査内容や方法を

見直すこととしました。 

 

（変更の概要） 

○ これらを踏まえ、今までの「日常生活圏域ニーズ調査」の調査内容や方法を再検討し、介護予防に焦点

を当てた「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」を策定しました。 

 日常生活圏域ニーズ調査（第6期） 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

目的 地域診断および個別介入（介護予防事業

に適した高齢者の抽出） 

地域診断 

調査対象 特に限定なし（高齢者全般） 要介護1～5以外の高齢者 

調査項目数 96問 必須項目33問 

オプション項目30問 

標準的な実施方法 解説や案内なし 「実施の手引き」の提示 

見える化システムへ

の登録 

なし あり（標準的な実施方法により得られた

必須項目への回答） 

 

【目的】 

 「日常生活圏域ニーズ調査」は、地域の高齢者の状況を把握することで、地域課題を把握（地域診

断）して地域の目標を設定すると同時に、介護予防事業に誘導すべき高齢者のスクリーニングに活

用いただくことを想定していました。一方で、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」では、新し

い総合事業の進捗管理や事業評価のために必要な地域診断を行うことを想定しています。 

【調査項目と対象】 

 「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」では、今までの「日常生活圏域ニーズ調査」で主に把握し

てきた要介護度の悪化につながるリスクだけでなく、生活支援の充実、高齢者の社会参加・支え合

い体制づくり、介護予防の推進等のために必要な社会資源の把握に資する必要最小限の調査項目を



 

3 

設定しました。 

 リスクの発生状況を把握する項目のうち、基本チェックリストの主要項目は継承し、必須項目とし

ました。また、社会資源等を把握する項目について、新しい総合事業を勘案し、地域づくりの場へ

の参加意向や主観的幸福感を追加しています。 

【標準的な実施方法と見える化システム】 

 「日常生活圏域ニーズ調査」では、調査手法を示すツールはありませんでしたが、「介護予防・日

常生活圏域ニーズ調査」では本手引きにて、標準的な調査手法を示させていただいています。調査

手法が統一化されることで、経年変化や地域間の違いを比較できるようになりました。 

 さらに、調査終了後、地域包括ケア「見える化」システムへ登録、活用していただくことによって、

他自治体の調査結果と容易に比較できることになります。 

 

（介護保険事業計画の策定への活用） 

○ 介護保険事業計画の策定にあたっては従来から、人口統計等を活用した要介護者数の推計に加え、保険給付

の実績把握と分析、調査の実施、地域ケア会議の活用等、さまざまな方策により、地域の要介護者等の実態

を把握いただくよう、お示ししてきたところです。 

○ この度、標準的な実施方法による「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の対象者は、基本的に介護保険サ

ービスの受給者となる要介護者を除いた高齢者とするようされたことを踏まえ、介護保険事業計画の策定に

あたっては、在宅介護実態調査の活用等により、引き続き、要介護者等の実態を把握いただきますよう、ご

留意ください。 

○ 今後、多くの自治体が標準的な方法で調査を実施し、「見える化」システムに登録することにより、自治体同

士の比較が可能となり、地域の特徴を把握しやすくなります。また、定期的に調査を実施し、データを更新

することにより、地域の変化を把握しやすくなります。計画の策定時期に関わらず、多くの自治体が本調査

を定期的に活用し、まちづくりにとって有意義な情報を提供し合える仕組みになることを期待しています。 

 

（さらなる改善に向けて） 

○ ここに紹介させていただく介護予防・日常生活圏域ニーズ調査は、現在、考えられうる知見や意見を踏

まえて整理いたしましたが、調査票や調査手法を含めて、完成されたものだとは考えていません。これ

から自治体の皆さんに活用いただき、学術的なデータ検証や現場での活用の様子や変化を踏まえて、常

に改善し続けるべきものだと考えています。 

○ 改善に当たっては、本調査を活用いただいた全国の自治体等からのご意見が不可欠となります。つきま

しては、本調査の改善に向けてお気づきの点がございましたら、下記へお寄せいただければ幸いです。

なお、ご質問は、p66にあります【問合せ先】へお願いたします。 

 

 

本調査の改善に関する意見の送り先 → needs-cyousa@mhlw.go.jp 

 

 

○ 高齢者一人ひとりに資する地域づくりに役立つような調査や仕組みを、みなさまと作りたいと考えてい

ます。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

mailto:needs-cyousa@mhlw.go.jp
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II．介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の実施方法 

 

1. 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の調査内容 

（1）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の目的 

 「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」は、要介護状態になる前の高齢者について、 

 

 要介護状態になるリスク（以下、各種リスク）の発生状況 

 各種リスクに影響を与える日常生活（以下、社会参加状況）の状況 

 

を把握し、地域の抱える課題を特定することを目的に実施します。 

 

「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の結果を調査終了後、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の

結果のうち必要なデータを「見える化」システム上に登録することで、経年比較や地域間比較が可能になり

ます。詳細は P.28「III．今後の地域包括ケア「見える化」システム上の活用とデータ送付方法」を参考に

してください。 

 

図表 II‐1 調査結果の「見える化」システム上の活用イメージ 
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（2）調査対象 

 「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の調査対象者は、要介護認定を受けていない高齢者（一般高齢者、

介護予防・日常生活支援総合事業対象者、要支援者）です。 

 

図表 II‐2 「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の調査対象者 

 

 

 

（3）調査項目構成 

 

 「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の調査項目は、（１）の目的を踏まえ、構成されます。具体的には、

以下の必須項目とオプション項目から構成されます。 

 

 必須項目は、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の中で必ず実施していただくべき調査項目になり

ます。 

 オプション項目は、調査項目として設定するか否かを各市町村に判断いただく調査項目になります。 

 

＜参考＞ 

ベンチマーク指標の評価基準としては、以下の 6 つの基準に考慮する必要があります。必須項目

は、第5 期・第6 期の日常生活圏域ニーズ調査の調査項目をベースとして、有識者・市町村等の

関係者から以下の6つの基準に関して情報収集を行い、検討を行った上で作成されたものですが、

今後P.28「III．今後の地域包括ケア「見える化」システム上の活用とデータ送付方法」によりデ

ータを全国の市町村から収集・蓄積し、分析していくプロセスで調査項目・選択肢・各種リスク

の算出方法を将来的に更新する可能性があります。 

（今回、調査項目・選択肢が一部削除・変更となったため、第 6 期の日常生活圏域ニーズ調査か

ら把握できるリスク（虚弱・運動器機能・栄養改善・口腔機能・閉じこもり・認知症・うつ）と、

「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」から把握できるリスクとは、算出方法が異なります。） 
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正確性 指標としての信頼性と妥当性からなる。信頼性とは、市町村間信頼性、（異時点間）

再現性の高さであり、妥当性は測定したい対象をとらえている度合い 

内容的代表性 評価しようとする上で概念の要素の大きな部分を包含し、その概念を代表して捉

えるのに相応しい度合い 

社会的受容性 「社会」には、介護保険担当の行政職や施設の職員、議員やマスコミ、一般市民・

国民などの立場が含まれる。その指標を用いることが受け入れられるか、その指

標の意味がわかりやすいかなど、社会から広く受容されやすい度合い 

学術的重要性 学術的・科学的にみて新規性があること、また介護予防に向けての機序などを学

術的・科学的に考えた際の価値や重要性の度合い 

介入可能性 市町村の政策決定者などの立場で考えた場合、3 年程度の期間で介入により変化

させることが可能であるかの度合い 

入手容易性 指標作成に必要なデータ入手の容易性の度合い 

（出所） 

「Urban HEART の枠組みを活用した介護予防ベンチマーク指標の開発」（医療と科

学.2014;24(1)35-45） 

 

本手引きでは「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の調査項目として、必須項目とオプション項目を示

していますが、この他に市町村の実情に応じて調査項目を設定していただいても構いません。 

ただし、ここに示した設問文や選択肢を修正して行われた調査結果は、学術的には地域間比較に耐えられ

ないデータになるため、地域包括ケア「見える化」システム上へ調査結果を登録することを想定する場合は

必ず、参考資料1で示している調査票の設問文・選択肢を一切変えずに、調査してください。 

 

① 必須項目 

  必須項目は以下の 7 つの設問から構成されます。（１）で示した各種リスク・社会参加の把握のために

必要な調査項目となっています。 

 

 

図表 II‐3 必須項目 

NO 設問内容 設問数 設問内容の意図 

問１ あなたのご家族や生活状況について 
3 

基本情報 

問２ からだを動かすことについて 
7 運動器機能の低下・転倒リス

ク・閉じこもり傾向を把握 

問３ 食べることについて 
4 口腔機能の低下・低栄養の傾

向を把握 

問４ 毎日の生活について 
6 認知機能の低下、IADLの把

握低下 

問５ 地域での活動について 
3 ボランティア等への参加状

況・今後の参加意向 

問６ たすけあいについて 
4 

うつ傾向を把握 

問７ 健康について 
6 知的能動性・社会的役割・社

会参加の状況等を把握 
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② オプション項目 

  必須項目は、各種リスク・社会参加状況の把握のために必要な調査項目となっており、オプション項目

はそれ以外の要素に着目した調査項目になっています。 

 

図表 II‐4 オプション項目 

NO 設問内容 オプション項目 

問１ あなたのご家族や生活状況について 

・介護・介助が必要になった原因 

・主な介護・介助者の状況（高齢者との

関係、年齢） 

・住まいの状況 

問２ からだを動かすことについて 
・外出を控えているか否かとその理由 

・外出の際の交通手段 

問３ 食べることについて 

・むせることがあるか 

・口の渇きが気になるか 

・歯磨きの状況 

・噛み合わせの状況 

・入れ歯の手入れ状況 

・体重の減少 

問４ 毎日の生活について 

・電話番号を調べて電話をかけるか 

・今日の日付がわからない時があるか 

・年金などの書類（役所や病院などに出

す書類）が書けますか 等 

問５ 地域での活動について 
・老人クラブ・町内会・自治会 

・収入のある仕事の状況 

問６ たすけあいについて 

・家族や友人･知人以外で、何かあった

ときに相談する相手は 

・友人・知人と会う頻度 

・この１か月間、何人の友人・知人と会

ったか 

・よく会う友人・知人との関係 

問７ 健康について ・飲酒の頻度 

※ 実際の調査項目は参考資料2・3を参照してください。 

 

（4）調査の目的と各調査項目との関係  

 ここでは、必須項目における設問内容の意図について解説します。 

 

問１ あなたのご家族や生活状況について 

 

NO 設問内容 選択肢 

（１） 家族構成をお教えください １．1人暮らし                   

２．夫婦2人暮らし(配偶者65歳以上)  

３．夫婦2人暮らし(配偶者64歳以下)      

４．息子・娘との2世帯 

５．その他 
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この設問は、家族構成を問う設問です。高齢者の世帯状況やその地域分布を把握すること、世帯構成別

の回答結果を把握することで、事業の対象者・対象地域・実施内容の検討の際に活用することが可能にな

ります（孫を含む3世帯の場合は「その他」にしてください）。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（２） あなたは、普段の生活でどなた

かの介護・介助が必要ですか 

１．介護・介助は必要ない    

２．何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない    

３．現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家族な

どの介護を受けている場合も含む） 

 

この設問は、主観的な介護の必要度を問う設問です。要介護状態になる前の高齢者の介護の必要度を把

握することで、事業の対象者・対象地域・実施内容の検討の際に活用することが可能になります。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（３） 現在の暮らしの状況を経済的

にみてどう感じていますか 

１．大変苦しい   

２．やや苦しい   

３．ふつう   

４．ややゆとりがある 

５．大変ゆとりがある 

 

この設問は、主観的な経済状態を問う設問です。高齢者の経済状態やその地域分布を把握すること、経

済状態別の回答結果を把握することで、事業の対象者・対象地域・実施内容の検討の際に活用することが

可能になります。 

 

問２  からだを動かすことについて 

 

NO 設問内容 選択肢 

（１） 階段を手すりや壁をつたわら

ずに昇っていますか 

１．できるし、している    

２．できるけどしていない    

３．できない 

（２） 椅子に座った状態から何もつ

かまらずに立ち上がっていま

すか 

１．できるし、している    

２．できるけどしていない    

３．できない 

（３） １５分位続けて歩いています

か 

１．できるし、している    

２．できるけどしていない    

３．できない 

（４） 過去 1 年間に転んだ経験があ

りますか 

１．何度もある         

２．1度ある             

３．ない 

（５） 転倒に対する不安は大きいで

すか 

１．とても不安である    

２．やや不安である    

３．あまり不安でない 

４．不安でない 
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この設問は、運動器の機能低下を問う設問です（この設問で3問以上、該当する選択肢（上の表の網掛け

箇所）が回答された場合は、運動器機能の低下している高齢者になります）。運動器の機能が低下している高

齢者の地域分布を把握することで、事業の対象者・対象地域・実施内容の検討の際に活用することが可能に

なります。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（４） 過去 1 年間に転んだ経験があ

りますか 

１．何度もある         

２．1度ある             

３．ない 

（５） 転倒に対する不安は大きいで

すか 

１．とても不安である    

２．やや不安である    

３．あまり不安でない 

４．不安でない 

 

この設問は、転倒リスクを問う設問です（（４）で「１．何度もある」「２．1 度ある」に該当する選択

肢が回答された場合は、転倒リスクのある高齢者になります）。転倒リスクのある高齢者の地域分布を把

握することで、事業の対象者・対象地域・実施内容の検討の際に活用することが可能になります。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（６） 週に１回以上は外出していま

すか 

１．ほとんど外出しない   

２．週1回   

３．週2～4回   

４．週5回以上 

（７） 昨年と比べて外出の回数が減

っていますか 

１．とても減っている   

２．減っている   

３．あまり減っていない   

４．減っていない 

 

この設問は、閉じこもり傾向を問う設問です（（６）で「１．ほとんど外出しない」「２．週1回」に該

当する選択肢が回答された場合は、閉じこもり傾向のある高齢者になります）。閉じこもり傾向のある高

齢者の地域分布を把握することで、事業の対象者・対象地域・実施内容の検討の際に活用することが可能

になります。 

 

問３  食べることについて 

 

NO 設問内容 選択肢 

（１） 身長・体重 （  ）cm  

（  ）kg 

 

この設問は、低栄養の傾向を問う設問です（身長・体重から算出されるBMI（体重（kg）÷｛身長（m）

×身長（m）｝）が18.5以下の場合、低栄養が疑われる高齢者になります。） 

低栄養状態を確認する場合は、オプション項目にある設問のうち、体重の減少傾向を把握する「6 ヶ月

間で２～３kg以上の体重減少がありましたか」も併せて確認し、２設問ともに該当した場合は、低栄養状

態にある高齢者になります。 

（この設問１問のみでは、地域の低栄養状態にある高齢者の把握はできませんのでご注意下さい。） 

低栄養状態にある高齢者の地域分布を把握することで、事業の対象者・対象地域・実施内容の検討の際
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に活用することが可能になりますので、事業の必要量を把握する場合はオプション項目１設問を加えた２

設問を実施してください。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（２） 半年前に比べて固いものが食

べにくくなりましたか 

１．はい  

２．いいえ 

 

この設問は、口腔機能の低下のうち咀嚼機能の低下を問う設問です（（１）で「１．はい」 に該当する

選択肢が回答された場合は、咀嚼機能の低下が疑われる高齢者になります）。 

口腔機能の低下を確認する場合は、オプション項目にある設問のうち、嚥下機能の低下を把握する「お

茶や汁物等でむせることがありますか」、肺炎発症リスクを把握する「口の渇きが気になりますか」も併

せて確認し、３設問のうち２設問に該当した場合は、口腔機能の低下している高齢者になります。 

（この設問１問のみでは、地域の口腔機能が低下している高齢者の把握はできませんのでご注意下さ

い。） 

口腔機能が低下している高齢者の地域分布を把握することで、事業の対象者・対象地域・実施内容の検

討の際に活用することが可能になりますので、事業の必要量を把握する場合はオプション項目２設問を加

えた３設問を実施してください。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（３） 歯の数と入れ歯の利用状況を

お教えください（成人の歯の総

本数は、親知らずを含めて 32

本です。） 

１．自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用        

２．自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし 

３．自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用 

４．自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし 

 

この設問は、義歯の有無と歯数を問う設問です。高齢者の口腔の健康状態や義歯の使用状況の把握によ

り、地域の歯科医療や口腔機能の向上に関するニーズの把握の参考になります。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（４） どなたかと食事をともにする

機会はありますか 

１．毎日ある        

２．週に何度かある        

３．月に何度かある 

４．年に何度かある    

５．ほとんどない 

 

この設問は、孤食の状況を問う設問です。閉じこもり傾向と孤食の関係性を把握することで、地域課題

（閉じこもり傾向の原因）の把握が可能になります。 

 

問４  毎日の生活について 

 

NO 設問内容 選択肢 

（１） 物忘れが多いと感じますか １．はい  

２．いいえ 

 

この設問は、認知機能の低下を問う設問です（（１）で「１．はい」に該当する選択肢が回答された場

合は、認知機能の低下がみられる高齢者になります）。認知機能が低下している高齢者の地域分布を把握

することで、事業の対象者・対象地域・実施内容の検討の際に活用することが可能になります。 
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NO 設問内容 選択肢 

（２） バスや電車を使って１人で外

出していますか（自家用車でも

可） 

１．できるし、している   

２．できるけどしていない   

３．できない 

（３） 自分で食品・日用品の買物をし

ていますか 

１．できるし、している   

２．できるけどしていない   

３．できない 

（４） 自分で食事の用意をしていま

すか 

１．できるし、している   

２．できるけどしていない   

３．できない 

（５） 自分で請求書の支払いをして

いますか 

１．できるし、している   

２．できるけどしていない   

３．できない 

（６） 自分で預貯金の出し入れをし

ていますか 

１．できるし、している   

２．できるけどしていない   

３．できない 

 

この設問は、IADL の低下を問う設問です。IADL が低下している高齢者の地域分布を把握することで、

事業の対象者・対象地域・実施内容の検討の際に活用することが可能になります。 

 

問５  地域での活動について 

 

NO 設問内容 選択肢 

（１） 以下のような会・グループ等に

どのくらいの頻度で参加して

いますか（老人クラブ・町内

会・自治会の活動をのぞきま

す）※① －④それぞれに回答

してください 

① ボランティアのグループ 

② スポーツ関係のグループ

やクラブ 

③ 趣味関係のグループ 

④ 学習・教養サークル 

１．週４回以上   

２．週２～３回   

３．週１回   

４．月１～３回   

５．年に数回 

６．参加していない 

 

この設問は、①～④に該当する活動への社会参加の状況を問う設問です。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（２） 地域住民の有志によって、健康

づくり活動や趣味等のグルー

プ活動を行って、いきいきした

地域づくりを進めるとしたら、

あなたはその活動に参加者と

して参加してみたいと思いま

すか。 

１．是非参加したい 

２．参加してもよい 

３．参加したくない 
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（３） 地域住民の有志によって、健康

づくり活動や趣味等のグルー

プ活動を行って、いきいきした

地域づくりを進めるとしたら、

あなたはその活動に企画・運営

（お世話役）として参加してみ

たいと思いますか。 

１．是非参加したい 

２．参加してもよい 

３．参加したくない 

 

 

この設問は、地域づくりへの参加意向を問う設問です。地域づくりに対して「参加者として」「企画・

運営（お世話役として）」の両方の立場における参加の意向を把握することが可能になります。 

 

問６  たすけあいについて 

 

NO 設問内容 選択肢 

（１） あなたの心配事や愚痴（ぐち）

を聞いてくれる人（いくつで

も） 

１．配偶者    ２．同居の子ども   ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫    ５．近隣   ６．友人 

７．その他（         ）     

８．そのような人はいない 

（２） 反対に、あなたが心配事や愚痴

（ぐち）を聞いてあげる人（い

くつでも） 

１．配偶者    ２．同居の子ども   ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫    ５．近隣   ６．友人 

７．その他（         ）     

８．そのような人はいない 

（３） あなたが病気で数日間寝込ん

だときに、看病や世話をしてく

れる人（いくつでも） 

１．配偶者    ２．同居の子ども   ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫    ５．近隣   ６．友人 

７．その他（         ）     

８．そのような人はいない 

（４） 反対に、看病や世話をしてあげ

る人（いくつでも） 

１．配偶者    ２．同居の子ども   ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫    ５．近隣   ６．友人 

７．その他（         ）     

８．そのような人はいない 

 

この設問は、たすけあいの状況を把握する設問です。たすけあいの状況と関係性がある、その地域のう

つ傾向の発生状況を、間接的に把握することが可能になります。 

 

問７  健康について 

 

NO 設問内容 選択肢 

（１） 現在のあなたの健康状態はい

かがですか 

１．とてもよい   

２．まあよい   

３．あまりよくない   

４．よくない 

 

この設問は、主観的健康感を問う設問です。要介護状態になる前の高齢者の主観的健康感を把握するこ

とで、地域の健康度のアウトカム指標として活用することが可能になります。 
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NO 設問内容 選択肢 

（２） あなたは、現在どの程度幸せで

すか（「とても不幸」を 0 点、

「とても幸せ」を10点として、

ご記入ください） 

とても 

不幸 

       とても 

幸せ 

0

点 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

点 

 

この設問は、主観的幸福感を問う設問です。うつ傾向との関係性も想定される、要介護状態になる前の

高齢者の主観的幸福感を把握することで、地域の（精神面での）健康度のアウトカム指標として活用する

ことが可能になります。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（３） この 1 か月間、気分が沈んだ

り、ゆううつな気持ちになった

りすることがありましたか 

１．はい  

２．いいえ 

（４） この1か月間、どうしても物事

に対して興味がわかない、ある

いは心から楽しめない感じが

よくありましたか 

１．はい  

２．いいえ 

 

この設問は、うつ傾向を問う設問です（（１）（２）でいずれか1つでも「１．はい」に該当する選択肢

が回答された場合は、うつ傾向の高齢者になります）。うつ傾向の高齢者の地域分布を把握することで、

事業の対象者・対象地域・実施内容の検討の際に活用することが可能になります。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（５） タバコは吸っていますか １．ほぼ毎日吸っている   ２．時々吸っている    

３．吸っていたがやめた   ４．もともと吸っていない 

 

この設問は、タバコの習慣を問う設問です。高齢者の健康寿命に影響を与えると考えられる本項目と他

項目との関係性を把握することで、地域の高齢者の特性把握が可能になります。 

 

NO 設問内容 選択肢 

（６） 現在治療中、または後遺症のあ

る病気はありますか（いくつで

も） 

1．ない    ２．高血圧   ３．脳卒中(脳出血･脳梗塞等)     

４．心臓病      ５．糖尿病    ６．高脂血症(脂質異常)      

７．呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等） 

８．胃腸・肝臓・胆のうの病気   ９．腎臓・前立腺の病気   

10．筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等） 

11．外傷（転倒・骨折等）  12．がん（新生物）      

13．血液・免疫の病気  14．うつ病   

15．認知症(アルツハイマー病等)    16．パーキンソン病      

17．目の病気      18．耳の病気      

19．その他（      ） 

 

この設問は、現在治療中の病気等を問う設問です。認定を受けていない高齢者の既往を把握することで、

要介護状態になる原因等の地域課題の把握が可能になります。 
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2. 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の調査方法 

（1）調査時期 

 季節によって高齢者の生活スタイル・状態に変動があるため（例：夏は閉じこもりが増える、冬は地域に

よるが転倒が増える）、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査は、春か秋の実施が望ましいと言えます。 

 

 

図表 II‐5 調査実施スケジュール（イメージ） 
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（2）調査方法の考え方  

 一般的に、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査のような統計調査は、次のような流れで実施します。以下

では、各プロセスにおいて留意していただく内容について記述していますので、介護予防・日常生活圏域ニ

ーズ調査の設計を行う際の参考としてください。 

図表 II‐6 調査のプロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査で把握の対象とする高

齢者全員の名簿（母集団名簿）を作成します。 

① 母集団名簿整備 

 

 どの程度の信頼性を持つ調査の結果を得る必要があるの

か、予算上の制約等を考慮しながら、調査票を配布する高

齢者の数（標本の大きさ）を検討・決定します。 

② 標本の大きさの検討・決定 

 

 ①で作成した母集団名簿から、②で決定した標本の大きさ

（高齢者数）を無作為に抽出して、標本名簿を作成します。 

③ 標本抽出 

 

 ③で作成した標本名簿に基づいて、調査票を配布します。 

④ 調査票の配布 

 

 ④で配布した調査票を回収します。 

⑤ 調査票の回収 

 

 ⑤で回収した調査票を入力して、データ化します。 

⑥ 調査票の入力 

 

 回収された調査票情報から、母集団全体の状況について推

定します。 

⑦ 母集団に関する推定 

 

 

 推定された母集団の状況を基に、結果を分析します。 

⑧ 調査結果の分析 



 

16 

① 母集団名簿整備 

 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査による把握の対象とする高齢者全員（一般高齢者、介護予防・日常生

活支援総合事業対象者、要支援者）の名簿を母集団名簿と言います。調査で把握する集団の全体を表す情報

であるため、統計調査を実施するにあたっては正確な情報に基づいて作成されることが重要となります。 

 仮に、高齢者が1,000人いる市町村において800人分の名簿しか作成できないとすると、調査を行ったと

しても名簿に含まれない200人の状況を把握することができないため、高齢者の平均的な状況を把握するこ

とは困難になります。 

 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の母集団名簿を作成するに際しては、可能な限り正確な情報に基づい

て作成するという観点からは、市町村が管理する介護保険の被保険者台帳情報を活用して母集団名簿を作成

することが望ましいと考えられます。また、介護保険の被保険者台帳情報の活用が困難である場合には、住

民基本台帳情報を活用することが考えられますが、介護保険の被保険者台帳情報とは適用除外施設の入所・

入院者の取り扱い等の差異があること、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の対象（一般高齢者、介護予防・

日常生活支援総合事業対象者、要支援者）をどのように特定するのか等の留意が必要です。 

 

② 標本の大きさの検討・決定 

 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査は、把握の対象とする高齢者全員（母集団）に調査票を配布する方法

（悉皆調査）、または母集団のうち一部に調査票を配布する方法（標本調査）のいずれかで実施してください。 

 ここでは、標本調査で実施する場合の、調査票を配布する高齢者の数（標本の大きさ）を検討するための

考え方について紹介します。標本の大きさの検討は主として「どの程度の信頼性を持つ調査の結果を得る必

要があるか」を考慮することになりますが、予算上の制約等も考慮して、調査結果の信頼性とのバランスに

配慮して決定してください。 

 

(a)標本調査の考え方 

 標本調査では、母集団の一部を調査した結果から、母集団全体の状況を推定することになるため、得られ

る結果には誤差（標本誤差）が含まれます。 

 

図表 II‐7 標本調査の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか？（選択肢は「はい」と「いいえ」）」という問いに

ついて、仮に母集団全員の答えがわかるとすると… 

 「はい」…300人（30％） 「いいえ」…700人（70％） だとします。 

 実際には調査をしないとわかりませんが、これが調査で得ようとしている真の値となります。 

母集団のうちの一部分（標本）を調査して得られる回答

は…必ずしも真の値と一致しません。 

 「はい」…35人（35％） 「いいえ」…65人（65%） 

母集団（高齢者1,000人） 標本（高齢者100人） 

真の値（30％）と調査結果（35％）の差が標本誤差 
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(b)標本の大きさと標本誤差の関係 

一般に、標本の大きさが大きいほど信頼性の高い（標本誤差が小さい）調査結果を得ることができます。

標本の大きさと信頼性（標本誤差）との関係は、概ね以下のような関係になります。表中の値は、もし仮に

母集団の全員を調査した場合に得られる結果（真の値）が、標本調査で得られる結果に対して、どの程度の

範囲にあると推定されるかを示しています。 

例えば、「半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか？」という設問について、50％の高齢者が

「はい」と回答したとします。調査に回答した高齢者の数（標本の大きさ）が 100 人であれば概ね 40.2%～

59.8%の範囲に真の値があり、600人であれば概ね45.1%～54.9%の範囲に真の値があると推定できます。 

 

図表 II‐8 標本の大きさと標本誤差（%ポイント）の関係 

標本の大きさ 
10％程度の高齢者 

が選ぶ設問 

30％程度の高齢者 

が選ぶ設問 

50％程度の高齢者 

が選ぶ設問 

100 5.9% 9.0% 9.8% 

200 4.2% 6.4% 6.9% 

300 3.4% 5.2% 5.7% 

400 2.9% 4.5% 4.9% 

500 2.6% 4.0% 4.4% 

600 2.4% 3.7% 4.0% 

 

(c)標本の大きさの検討例 

 調査全体の標本の大きさの検討に際しては、「調査結果をどのような区分で分析したいか」と「回収率がど

の程度か」とを想定する必要があります。ここでお示しする検討例は目安です。予算上の制約等も考慮した

上で、現実的な標本の大きさを設定してください。 

 

 

(例１)日常生活圏域別に分析する場合 

 仮に日常生活圏域が4圏域ある市町村の場合で、調査の回収率を50％と想定した場合には、以下のように

標本の大きさを算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目安とする標本の大きさ＝400人 

（「50％程度の高齢者が選ぶ設問」について45.1%～54.9%の範囲に真の値がある） × 
日常生活圏域数 

＝4圏域 

÷ 
回収率 

＝50% = 

 

標本の大きさ＝ 

3,200人 
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（例2）日常生活圏域別、年齢階級別に分析する場合 

 仮に日常生活圏域が4圏域ある市町村の場合で、年齢階級を前期高齢者と後期高齢者の2区分、調査の回

収率を50％と想定した場合には、以下のように標本の大きさを算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 標本抽出 

 作成した母集団名簿から、決定した標本の大きさ分の高齢者を無作為に抽出して標本名簿を作成します。

母集団名簿から高齢者を無作為に抽出する一般的な方法としては「単純無作為抽出法」と「層化無作為抽出

法」があります。 

 

図表 II‐9 単純無作為抽出法と層化無作為抽出法 

 単純無作為抽出法 層化無作為抽出法 

概要  母集団名簿全体から標本の大きさ分の

高齢者を無作為に抽出する方法 

 母集団名簿をいくつかの属性に区分し、

属性の区分（層）ごとに標本の大きさ分

の高齢者を無作為に抽出する方法 

長所・短所 【長所】 

 手間が少なく簡便に実施することがで

きる。 

【短所】 

 （層化無作為抽出法と比較して）信頼性

の面で多少劣る。 

 特定の属性（例えば、後期高齢者等）に

ついて詳細に把握したいなどの目的に

は向かない。 

【長所】 

 （単純無作為抽出法と比較して）信頼性

の面で多少優れる。 

 特定の属性（例えば、後期高齢者等）に

ついて詳細に把握したいなどの目的に

向く。 

【短所】 

 （単純無作為抽出法と比較して）実施に

手間がかかる。 

 

目安とする標本の大きさ＝400人 

（「50％程度の高齢者が選ぶ設問」について45.1%～54.9%の範囲に真の値がある） × 
日常生活圏域数 

＝4圏域 

÷ 
回収率 

＝50% = 

 

標本の大きさ＝ 

6,400人 × 
年齢階級 

＝2区分 
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(a)単純無作為抽出法 

 単純無作為抽出法は、母集団名簿全体から標本の大きさ分の高齢者を無作為に抽出する方法です。無作為

に高齢者を抽出する簡便な手順の例としては、以下のような手順があります。 

 

【15人の高齢者が収載された母集団名簿から5人の高齢者を標本として抽出する例】 

 

 【手順１】母集団名簿の高齢者1人1人に乱数を与えます。1 

No. 被保険者番号 被保険者名 住所 … 乱数

1 xxxxxxxxx1 Aさん **県**市****** … 0.805901
2 xxxxxxxxx2 Bさん **県**市****** … 0.182715
3 xxxxxxxxx3 Cさん **県**市****** … 0.654282
4 xxxxxxxxx4 Dさん **県**市****** … 0.415761
5 xxxxxxxxx5 Eさん **県**市****** … 0.031246
6 xxxxxxxxx6 Fさん **県**市****** … 0.068696
7 xxxxxxxxx7 Gさん **県**市****** … 0.682102
8 xxxxxxxxx8 Hさん **県**市****** … 0.418474
9 xxxxxxxxx9 Iさん **県**市****** … 0.831235
10 xxxxxxxxx10 Jさん **県**市****** … 0.995852
11 xxxxxxxxx11 Kさん **県**市****** … 0.878236
12 xxxxxxxxx12 Lさん **県**市****** … 0.027928
13 xxxxxxxxx13 Mさん **県**市****** … 0.614166
14 xxxxxxxxx14 Nさん **県**市****** … 0.453138
15 xxxxxxxxx15 Oさん **県**市****** … 0.596294

母集団名簿に収載されている項目

乱数を与える

※Excelでは「=RAND()」と入力する

 
 

 【手順２】与えた乱数の昇順（又は降順）で母集団名簿を並べ替えます。 

No. 被保険者番号 被保険者名 住所 … 乱数

12 xxxxxxxxx12 Lさん **県**市****** … 0.027928
5 xxxxxxxxx5 Eさん **県**市****** … 0.031246
6 xxxxxxxxx6 Fさん **県**市****** … 0.068696
2 xxxxxxxxx2 Bさん **県**市****** … 0.182715
4 xxxxxxxxx4 Dさん **県**市****** … 0.415761
8 xxxxxxxxx8 Hさん **県**市****** … 0.418474
14 xxxxxxxxx14 Nさん **県**市****** … 0.453138
15 xxxxxxxxx15 Oさん **県**市****** … 0.596294
13 xxxxxxxxx13 Mさん **県**市****** … 0.614166
3 xxxxxxxxx3 Cさん **県**市****** … 0.654282
7 xxxxxxxxx7 Gさん **県**市****** … 0.682102
1 xxxxxxxxx1 Aさん **県**市****** … 0.805901
9 xxxxxxxxx9 Iさん **県**市****** … 0.831235
11 xxxxxxxxx11 Kさん **県**市****** … 0.878236
10 xxxxxxxxx10 Jさん **県**市****** … 0.995852

乱数で昇順（又は降順）に

並び替えると無作為な順となる

 

                                                
1 Excelでは、与えた乱数をコピーして値で張り付けておくと乱数の値が変わらなくなるため、以降の手順を実施する際に混乱しなく

なります。 
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 【手順３】並べ替えた母集団名簿の先頭から標本数分の高齢者を抜き出して標本名簿とします。 

No. 被保険者番号 被保険者名 住所 … 乱数

12 xxxxxxxxx12 Lさん **県**市****** … 0.027928
5 xxxxxxxxx5 Eさん **県**市****** … 0.031246
6 xxxxxxxxx6 Fさん **県**市****** … 0.068696
2 xxxxxxxxx2 Bさん **県**市****** … 0.182715
4 xxxxxxxxx4 Dさん **県**市****** … 0.415761

8 xxxxxxxxx8 Hさん **県**市****** … 0.418474
14 xxxxxxxxx14 Nさん **県**市****** … 0.453138
15 xxxxxxxxx15 Oさん **県**市****** … 0.596294
13 xxxxxxxxx13 Mさん **県**市****** … 0.614166
3 xxxxxxxxx3 Cさん **県**市****** … 0.654282
7 xxxxxxxxx7 Gさん **県**市****** … 0.682102
1 xxxxxxxxx1 Aさん **県**市****** … 0.805901
9 xxxxxxxxx9 Iさん **県**市****** … 0.831235
11 xxxxxxxxx11 Kさん **県**市****** … 0.878236
10 xxxxxxxxx10 Jさん **県**市****** … 0.995852

上から5人を選択すると

無作為に5人を抽出できる

 

 

(b)層化無作為抽出法 

 層化無作為抽出法は、母集団名簿をいくつかの属性に区分し、属性の区分（層）ごとに標本の大きさ分の

高齢者を無作為に抽出する方法です。介護予防・日常生活圏域ニーズ調査では、以下の属性の組み合わせで、

層を設定してください。 

 

属性 区分（層） 

日常生活圏域 市町村が設定している日常生活圏域の区分に基づいて、高齢者が調査時点で居住して

いる日常生活圏域を設定してください。2 

性別 高齢者の「男性」「女性」の別を設定してください。 

年齢 高齢者の調査時点における年齢に基づいて、以下のいずれかの区分を設定してくださ

い。 

【2区分】：「前期高齢者（65歳～74歳）」「後期高齢者（75歳以上）」 

【8区分】：「65歳～69歳」「70歳～74歳」「75歳～79歳」「80歳～84歳」 

「85歳～89歳」「90歳～94歳」「95歳～99歳」「100歳以上」 

要介護度 高齢者の調査時点における要介護度に基づいて、「一般高齢者」「介護予防・日常生活

支援総合事業対象者」「要支援1」「要支援2」の別を設定してください。 

 

 無作為に高齢者を抽出する簡便な手順は単純無作為抽出法と同様ですが、以下に示す例のように、必ず設

定した属性の区分（層）ごとに抽出を行います。 

 

                                                
2 地域包括ケア「見える化」システムを活用して、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の分析を行っていただくために

は、あらかじめ地域包括ケア「見える化」システムにも日常生活圏域の情報を登録していただく必要があります。登録

の手順の詳細については、地域包括ケア「見える化」システム 利用マニュアル【システム操作編】を参照してくださ

い。 
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【15人の高齢者が収載された母集団名簿を日常生活圏域で2層（層①、層②）に区分し、 

層①から3人の高齢者、層②から2人の高齢者を標本として抽出する例】 

 【手順１】母集団名簿の高齢者1人1人に乱数を与えます。3 

No. 被保険者番号 被保険者名 日常生活圏域 住所 … 乱数

1 xxxxxxxxx1 Aさん AA圏域 **県**市****** … 0.805901
2 xxxxxxxxx2 Bさん AA圏域 **県**市****** … 0.182715
3 xxxxxxxxx3 Cさん AA圏域 **県**市****** … 0.654282
4 xxxxxxxxx4 Dさん AA圏域 **県**市****** … 0.415761
5 xxxxxxxxx5 Eさん AA圏域 **県**市****** … 0.031246
6 xxxxxxxxx6 Fさん AA圏域 **県**市****** … 0.068696
7 xxxxxxxxx7 Gさん AA圏域 **県**市****** … 0.682102
8 xxxxxxxxx8 Hさん AA圏域 **県**市****** … 0.418474

9 xxxxxxxxx9 Iさん BB圏域 **県**市****** … 0.831235
10 xxxxxxxxx10 Jさん BB圏域 **県**市****** … 0.995852
11 xxxxxxxxx11 Kさん BB圏域 **県**市****** … 0.878236
12 xxxxxxxxx12 Lさん BB圏域 **県**市****** … 0.027928
13 xxxxxxxxx13 Mさん BB圏域 **県**市****** … 0.614166
14 xxxxxxxxx14 Nさん BB圏域 **県**市****** … 0.453138
15 xxxxxxxxx15 Oさん BB圏域 **県**市****** … 0.596294

母集団名簿に収載されている項目

乱数を与える

※Excelでは「=RAND()」と入力する

層①

層②

 
 

 【手順２】層ごとに与えた乱数の昇順（又は降順）で母集団名簿を並べ替えます。 

No. 被保険者番号 被保険者名 住所 … 乱数

5 xxxxxxxxx5 Eさん AA圏域 **県**市****** … 0.031246
6 xxxxxxxxx6 Fさん AA圏域 **県**市****** … 0.068696
2 xxxxxxxxx2 Bさん AA圏域 **県**市****** … 0.182715
4 xxxxxxxxx4 Dさん AA圏域 **県**市****** … 0.415761
8 xxxxxxxxx8 Hさん AA圏域 **県**市****** … 0.418474
3 xxxxxxxxx3 Cさん AA圏域 **県**市****** … 0.654282
7 xxxxxxxxx7 Gさん AA圏域 **県**市****** … 0.682102
1 xxxxxxxxx1 Aさん AA圏域 **県**市****** … 0.805901

12 xxxxxxxxx12 Lさん BB圏域 **県**市****** … 0.027928
14 xxxxxxxxx14 Nさん BB圏域 **県**市****** … 0.453138
15 xxxxxxxxx15 Oさん BB圏域 **県**市****** … 0.596294
13 xxxxxxxxx13 Mさん BB圏域 **県**市****** … 0.614166
9 xxxxxxxxx9 Iさん BB圏域 **県**市****** … 0.831235
11 xxxxxxxxx11 Kさん BB圏域 **県**市****** … 0.878236
10 xxxxxxxxx10 Jさん BB圏域 **県**市****** … 0.995852

乱数で層ごとに昇順（又は降順）に

並び替えると無作為な順となる

層①

層②

 

 

 

 

                                                
3 Excelでは、与えた乱数をコピーして値で張り付けておくと乱数の値が変わらなくなるため、以降の手順を実施する際に混乱しなく

なります。 
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 【手順３】層ごとに並べ替えた母集団名簿の先頭から標本の大きさ分の高齢者を抜き出して標本名簿と

します。 

No. 被保険者番号 被保険者名 住所 … 乱数

5 xxxxxxxxx5 Eさん AA圏域 **県**市****** … 0.031246
6 xxxxxxxxx6 Fさん AA圏域 **県**市****** … 0.068696
2 xxxxxxxxx2 Bさん AA圏域 **県**市****** … 0.182715

4 xxxxxxxxx4 Dさん AA圏域 **県**市****** … 0.415761
8 xxxxxxxxx8 Hさん AA圏域 **県**市****** … 0.418474
3 xxxxxxxxx3 Cさん AA圏域 **県**市****** … 0.654282
7 xxxxxxxxx7 Gさん AA圏域 **県**市****** … 0.682102
1 xxxxxxxxx1 Aさん AA圏域 **県**市****** … 0.805901

12 xxxxxxxxx12 Lさん BB圏域 **県**市****** … 0.027928
14 xxxxxxxxx14 Nさん BB圏域 **県**市****** … 0.453138

15 xxxxxxxxx15 Oさん BB圏域 **県**市****** … 0.596294
13 xxxxxxxxx13 Mさん BB圏域 **県**市****** … 0.614166
9 xxxxxxxxx9 Iさん BB圏域 **県**市****** … 0.831235
11 xxxxxxxxx11 Kさん BB圏域 **県**市****** … 0.878236
10 xxxxxxxxx10 Jさん BB圏域 **県**市****** … 0.995852

上から3人を選択すると

層①から無作為に3人を抽出できる

上から2人を選択すると

層②から無作為に2人を抽出できる

 

④ 調査票の配布 

作成した標本名簿に基づいて調査票を配布します。一般的な調査票の配布方法には、「調査員等が訪問に

よって配布する方法」と「郵送によって配布する方法」があります。配布方法は、市町村の事情によって

適切な手法を選択していただいて構いませんが、他地域との比較の観点から、郵送調査を原則としてくだ

さい。調査票の表紙に「郵送調査」か「訪問調査」かを選択する欄を設け、調査手法を管理するようにし

てください。 

なお、調査票の配布に際しては、調査票の回収後に標本名簿と照合可能な形式で配布することが重要で

す。 

 

(a)標本名簿との照合の必要性について 

 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の調査項目は、標本名簿から取得可能と考えられる高齢者の基本的な

属性（居住している日常生活圏域、性別、年齢等）について、調査で把握するのではなく標本名簿から取得

することを前提として設計されています。そのため、調査票の回答結果は標本名簿と照合できるようにして

おく必要があります。 

 調査票の回答結果を標本名簿と照合できるようにしておく方法には、以下のような例があります。 

 

 方法（例） 

無記名式による調査  標本となった高齢者に連番等の一意の番号を付与し、当該番号を調査票

表紙の余白等に印字することで、調査票と標本名簿とを照合可能とす

る。 

記名式による調査  調査票にあて名ラベルを貼り付けて、そこに連番等の一意の番号を印字

しておき、調査票と標本名簿とを照合可能とする。、 

 記入者に被保険者番号、名前等を記入してもらうことで、調査票と標本

名簿とを照合可能とする。 

 

 標本となった高齢者が後に要介護認定を受けたかどうか等、介護予防の取組の効果を調査後に検証するこ

とを想定している場合、上記のような調査票と標本名簿とを照合可能にしておく工夫が望ましいと言えます。
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(b)標本名簿と照合できない形式で配布する場合の留意点 

 市町村の事情によって、標本名簿と照合可能な形式で調査票を配布することが困難である場合には、以下

の点について留意をしてください。 

 

【留意点①】高齢者の基本的な属性を調査項目に加える 

 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の調査項目では把握していない、住所、性別、年齢、要介護状態区

分（介護予防・日常生活支援総合事業対象者、要支援１、要支援２、その他）の調査結果の分析に必要

となる基本的な属性について、調査項目に加えてください。 

 

【留意点②】（層化無作為抽出法の場合）層別の回収率を把握できるようにする 

 層化無作為抽出法によって標本抽出を行った場合には、少なくとも層別に回収率が把握できるようにし

ておくことが必要です。 

 そのため、設定した層に番号を付与し、あらかじめ調査票に当該番号を印字しておくなど、最低限どの

層の標本が何票回収されたのかが管理できるようにしてください。 

 

なお、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の調査項目は、高齢者に関する機微な情報を取得する調査項目

となっていますので、実施に際しては、個人情報の取り扱いについて、十分な周知・配慮をお願いします。

詳しくはP.35を参照してください。 

 

 

⑤ 調査票の回収 

 層化無作為抽出法によって標本抽出を行った場合には、必ず、層別に回収率を管理してください。また、

調査票の回収が得られない層や、著しく回収率の低い層があると調査結果の信頼性に影響するため、でき

る限りどの層も回収率の向上に努めてください。 

 

⑥ 調査票の入力 

 回収した調査票の回答結果を入力してデータ化します。データ化に際しては、P.29「２．地域包括ケア「見

える化」システムへのデータ送付方法」を参照し、別途配布予定の入力レイアウトに従って入力してくださ

い。正しい調査結果を取得するために、入力作業を委託する場合は、個人情報の取扱や、入力内容の確認等

について定めたうえで、契約をするようにしてください。 
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⑦ 母集団に関する推定 

(a) 母集団に関する推定とは 

一般に、調査の回答が得られた高齢者（標本）の平均値が調査で把握の対象とする高齢者全員（母集団）

の平均値と一致するとは限りません。 

例えば、以下のように母集団を4つの層に区分した層化無作為抽出法によって調査を行った場合には、標

本の平均値は母集団の平均値を偏りなく推定した適切な推定値とは言えません。これは、各層の抽出率が異

なることの影響を受けているためです。そこで、抽出率の逆数で加重平均すると影響を排除することができ

るため標本の回答から母集団の平均値を偏りなく適切に推定することができるようになります。4 

 

図表 II‐10 母集団に関する推定の例 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査で把握の対象とする高齢者全員（母集団）の平均的な状

況を把握するためには、調査の回答が得られた高齢者（標本）の回答内容から適切な計算方法で、推定する

必要があります。 

                                                
4 この例では真の値と推定値が一致していますが、真の値と推定値は必ずしも一致するわけではありません。 

[層1]母集団の大きさ＝100 

母集団に含まれる客体が持つ値＝すべて5 

標本の大きさ＝10（抽出率＝10/100） 

[層2]母集団の大きさ＝200 

母集団に含まれる客体が持つ値＝すべて40 

標本の大きさ＝5（抽出率＝5/200） 

[層3]母集団の大きさ＝300 

母集団に含まれる客体が持つ値＝すべて60 

標本の大きさ＝10（抽出率＝10/300） 

[層4]母集団の大きさ＝400 

母集団に含まれる客体が持つ値＝すべて8 

標本の大きさ＝20（抽出率＝20/400） 

母集団の平均値（真の値） ＝{(層1)100×5+(層 2)200×40+(層3)300×60+(層4)400×8} 

÷（100+200+300+400）＝ 29.7 

標本の平均値（算術平均） ＝{(層1)10×5+(層2)5×40+(層3)10×60+(層4)20×8}÷（10+5+10+20）

≒ 22.4 

母集団の平均値（推定値） ={(層1)(100/10)×(10×5)+(層2)(200/5)×(5×40)+(層3)(300/10)×

(10×60)+(層4)(400/20)×(20×8)}÷（100+200+300+400 ） 

＝ 29.7 

→標本の平均値は偏った推定値になる 

→抽出率の逆数を考慮することで偏りのない推定値になる 
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(b)母集団の推定方法 

上記の例のような母集団の推定方法を一般的な数式で表現すると、以下のようになります。 

 

【単純無作為抽出法の場合】 
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【層化無作為抽出法の場合】 
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これらの推定方法による推定結果は、地域包括ケア「見える化」システムを活用していただくことによ

っても、取得していただくことができます。 

地域包括ケア「見える化」システムを活用して介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果を分析していた

だくためには、あらかじめ地域包括ケア「見える化」システムにも調査設計の情報を登録していただく必

要があります。登録の手順の詳細については、地域包括ケア「見える化」システム 利用マニュアル【シ

ステム管理編】を参照してください。 

母集団の平均値（推定値） 

母集団の平均値（推定値） 
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3. 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の分析・活用方法 

（1）調査結果の事業への活用プロセス例 

 ここでは、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の分析結果を、各市町村で実施する事業にどのように活用

するか、その活用プロセス例をご紹介します。 

  

 地域課題の把握と社会資源の発掘のための情報源としては、本手引きで紹介している介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査の他に、要介護高齢者向けの実態調査、P.28に示すような「見える化」システム内の現状分

析指標などがあります。また介護予防・日常生活圏域ニーズ調査は調査終了後にデータを登録していただく

ことで、「見える化」システムの中で、経年比較、地域間比較することが可能です。 

 これらの情報を収集・分析した後、地域課題を特定し、また社会資源を整理・確認しましょう。社会資源

については、例えば「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」で必須項目として設定している「ボランティア

への参加意向（問5（２））」の結果の活用も有効ですが、その他、地域にあるNPO・ボランティア団体の活

動、老人クラブ・自治会の活動、社会教育（生涯活動や生涯スポーツ）なども考えられます。介護保険事業

だけでなく、民間サービスも含めた多種多様な主体の活動の把握が大切です。 

 

図表 II‐11 活用プロセス例  
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その後、介護保険事業計画策定委員会も含めた様々な高齢者施策の検討の場や、地域ケア会議、協議体な

どの場において、対応策や事業を検討することになります。ここでは、個別事例から積み上げた質的な情報

や地域での有効な取り組みなどを地域課題として検討する際、人口動態や社会資源、認定率や給付実績等と

合わせて、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査に関連する情報も活用することが可能です。 

 

（2）調査結果の事業への活用事例 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等の地域課題の把握と社会資源の発掘のための情報源を具体的にどのよ

うに活用したらよいかについては先進事例を参考にしましょう。地域包括ケア「見える化」システム上には、

厚生労働省で実施している様々な事業から抽出した先進事例を掲載しています。 

 

図表 II‐12 調査結果の事業への活用事例 
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III．今後の地域包括ケア「見える化」システム上の活用とデータ送付方法 

1. 今後の地域包括ケア「見える化」システム上の活用 

 

 平成27年度末時点において、地域包括ケア「見える化」システムの現状分析機能では、認定率や給付等の

介護保険に関する主要指標が閲覧可能ですが、利用するデータソースの限界から、日常生活圏域別に閲覧で

きる指標は主に「人口」や「世帯」に関する指標に限られています。 

 

図表 III‐1 平成27年度末時点において地域包括ケア「見える化」システムで閲覧可能な現状分析指標 

1.0次 1.3次 1.5次 データソース

P1-P4 ポ－タル 人口の推移、認定者数・認定率の推移、介護費用額の推移、保険

料額の推移
○

国勢調査・社人研将来推計・介護保険事業状況報告・保険者

からの報告値

A1-A2 現状分析 総人口、高齢化率 ○ ○ 国勢調査・社人研将来推計

A3-A4 現状分析 前期・後期別高齢者数/割合、高齢者の年齢構成（５歳階級別） ○ ○ 国勢調査・社人研将来推計

A5-A8 現状分析 一般世帯数、高齢者を含む世帯数/割合、高齢独居世帯数/割合、

高齢夫婦世帯数/割合
○ ○ 国勢調査・社人研将来推計

B1 現状分析 第１号被保険者数 ○ 介護保険事業状況報告

B2 現状分析 前期・後期別第１号被保険者数/割合 ○ 介護保険事業状況報告

B3-B4 現状分析 要支援・要介護認定者数（要介護度別）・認定率（要介護度別） ○ 介護保険事業状況報告

B5-B6 現状分析 調整済み認定率（要介護度別）・調整済み重度認定率と調整済み

軽度認定率の分布
住民基本台帳・介護保険事業状況報告

C1 現状分析 第１号被保険者１人あたり保険給付月額・第１号保険料月額・必

要保険料月額
○ 介護保険事業状況報告・保険者からの報告値

D1 現状分析 施設・居住系・在宅受給者数 ○ 介護保険事業状況報告

D2-D4 現状分析 受給率（施設・居住系・在宅サービス）（要介護度別） ○ 介護保険事業状況報告

D5他 現状分析 第１号被保険者１人あたり給付月額 ○ 介護保険事業状況報告

D8他 現状分析 調整済み第１号被保険者１人あたり給付月額 総合DB内レセプトデータ・住民基本台帳

D15-D17 現状分析 受給者１人あたり給付月額（要介護度別） ○ 介護保険事業状況報告

D18 現状分析 居宅サ－ビス給付単位数分布（要介護度別） 総合DB内レセプトデータ

D25-D27 現状分析 定員（施設サ－ビス別） ○ 介護サービス情報公表システム

D28-D30 現状分析 要支援・要介護者1人あたり定員 介護サービス情報公表システム・介護保険事業状況報告

D31 現状分析 受給者1人あたり利用日数・回数（サービス種類別） ○ 介護保険事業状況報告

D32 現状分析 受給率（サービス種類別） ○ 介護保険事業状況報告

F1 現状分析 週１回以上の通いの場の参加率
○

介護予防事業及び介護予防・日常生活支援総合事業（地域支

援事業）の実施状況に関する調査

G1-G2 現状分析 後期高齢者１人あたり医療費 ○ 後期高齢者医療事業状況報告

G5 現状分析 受療率（年齢階級別） ○ 患者調査

日常生活

圏域別の

表示

指標ID 区分 指標名 リリース対象の指標

 

 

新しい総合事業の取り組みの検討に資するよう、現在閲覧可能な「F1  週１回以上の通いの場の参加率」

以外にも、今後、新しい総合事業に関する指標等も順次追加されていく見込みです。これらと介護予防・日

常生活圏域ニーズ調査の結果を併用することで、最終的に、「市町村内の高齢者のリスクの状態」と「自市町

村内で行われている新しい総合事業の取り組み実績」との関係性を評価することが可能となります。 
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図表 III‐2 「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の結果を用いた分析イメージ 

 

 

 ただし上記の効果を評価するには、両指標ともに経年の変化を捉える必要がありますので、介護予防・日

常生活圏域ニーズ調査の結果を継続的に地域包括ケア「見える化」システムへデータを登録することが必要

となります。 

2. 地域包括ケア「見える化」システムへのデータ送付方法 

 

第６期介護保険事業計画に向けた日常生活圏域ニーズ調査実施時においては、地域診断支援情報送信ソフ

トを用いたデータ送付を市町村の皆様にご依頼しました。今回の介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の実施

にあたっては、別途提示予定の「データ送信用ファイル 入力仕様書」に従って、調査結果を入力した CSV

ファイルを作成した上で、そのCSVファイルを地域包括ケア「見える化」システム経由で登録してください。

詳しい手順は本章を参照してください。 

ただし、本手引きで示した設問文や選択肢を修正して行われた調査結果は、学術的には地域間比較に耐え

られないデータになります。他の自治体が地域間比較をする際の支障となるため、本手引きに示して

いる調査票の設問文・選択肢を少しでも修正して実施した調査の結果は、「見える

化」システム上へ登録しないでください。 
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図表 III‐3 地域包括ケア「見える化」システムへのデータ送付方法 

 

（1）地域包括ケア「見える化」システムへのアクセスおよび各種設定 

地域包括ケア「見える化」システムには、http://mieruka.mhlw.go.jp/よりアクセス可能です。 

ログインの際は、必ず自治体職員用のアカウントでログインをしてください。一般国民のアカウントでロ

グインすると、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の結果登録ボタンは表示されません。必ず大文字の「S」

から始まるIDの自治体職員用のアカウント を取得してください。自治体職員用のアカウントの取得方法に

ついては、事務連絡「地域包括ケア「見える化」システムのアカウント取得のための解凍パスワード配布に

関するご依頼」（平成２７年７月２４日）をご確認の上、市町村内の「アカウント管理者」にアカウント発行

を依頼してください。 

 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の結果を登録するためには、以下の2つの作業について完了している

ことが必要となります。 

①日常生活圏域の設定 

②介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の調査設計情報の登録 

 

①日常生活圏域の設定は、自治体職員用のアカウントのうち、「見える化『主担当』」の権限の付与された

アカウントでログインをしないと実行できません。市町村内の「アカウント管理者」に「見える化『主担当』」

の権限付与を依頼してください。権限付与については、利用マニュアル【システム管理編】_2章のK2-4ペ

ージ以降を参照してください。なお、「見える化」システム上の日常生活圏域設定と、介護予防・日常生活圏

域ニーズ調査の標本設計時の層分けに用いる日常生活圏域は、一致している必要がありますので、日常生活

圏域の設定は、必ず調査設計時に行ってください。 

※利用マニュアルは、「見える化」システム上部にあるメールマークのアイコンをクリックすると表示さ

れるポップアップ画面から、取得ができます。 

http://mieruka.mhlw.go.jp/
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②介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の調査設計情報の登録は、自治体職員用の全てのアカウントから実

施可能です。地域包括ケア「見える化」システムへログインすると最初に表示される「ポータル」画面の「初

期設定」からメニューを選択し、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の調査設計の各種項目を入力してくだ

さい。 

調査設計については、まず調査対象を「要支援2/要支援1/介護予防・日常生活支援総合事業対象者/その

他の一般高齢者」から実態に応じて選択し、それぞれについて「調査区分」「標本抽出区分」「高齢者数（母

集団）」「標本数」を入力します。 

 

 

 

１．調査対象とした母集

団をチェックし、「設定」

ボタンを押します。 

２．新規登録

ボタンを押し

ます 
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 ①および②が完了した後、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の結果のデータ登録が可能になります。 

（2） 地域包括ケア「見える化」システムを経由した調査結果登録 

 地域包括ケア「見える化」システムへログインすると最初に表示される「ポータル」画面の上部にある、

「データ登録・出力」のボタンから「ニーズ調査データの登録」をクリックしてください。 

 

 

 

３．調査対象母集団の各層について、調査区分

や調査基本情報を入力します。 
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 自動的に下記の地域診断支援情報送信ソフトのログイン画面が開きますので、別途配布されている地域診

断支援情報送信ソフトのアカウント情報を入力し、ログインしてください。地域診断支援情報送信ソフトの

アカウント情報および詳細な利用方法については、厚生労働省から別途各市町村宛てに送付がされますので、

適宜確認してください。 
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地域包括ケア「見える化」システムに調査結果のデータを登録する場合は、その旨を個人情報の利用目的の

中で、調査に回答する高齢者に対して提示することが必要です。参考資料1および2の調査票の表紙裏面に

記入例が書かれていますので、回答する高齢者の属性を考慮し、適宜周知してください。 

 

個人情報の取り扱いについて 

個人情報の保護および活用目的は以下のとおりですので、ご確認ください。 

なお、本調査票のご返送をもちまして、下記にご同意いただいたものと見なさせて

いただきます。 

【個人情報の保護および活用目的について】 

・この調査は、効果的な介護予防政策の立案と効果評価のために行うものです。本調査で得られた情報に

つきましては、市町村による介護保険事業計画策定と効果評価の目的以外には利用いたしません。また当

該情報については、市町村内で適切に管理いたします。 

・ただし、介護保険事業計画策定時および効果評価時に本調査で得られたデータを活用するにあたり、厚

生労働省の管理する市町村外のデータベース内に情報を登録し、必要に応じて集計・分析することがあり

ます。 
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参考資料 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査調査票（必須項目） 

 

 

 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

調査票（必須項目）

参考資料１ 
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記 入 日 平成   年   月   日 

調査票を記入されたのはどなたですか。○をつけてくだ

さい。 

 １．あて名のご本人が記入 

 ２．ご家族が記入 

    （あて名のご本人からみた続柄         ） 

 ３．その他 

 

 

 

 

（宛名ラベル） 

 調査票を記入する際は、各項目で該当する数字に○をつけてくだ

さい。 

 調査票記入後は、３つ折りにし同封の返信用封筒に入れて、 

  月  日( )までに投函してください。 

    （市・町・村）     課 

    係 

   圏域 
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個人情報の取り扱いについて 

個人情報の保護および活用目的は以下のとおりですので、ご確認ください。 

なお、本調査票のご返送をもちまして、下記にご同意いただいたものと見なさ

せていただきます。 

【個人情報の保護および活用目的について】 

 この調査は，効果的な介護予防政策の立案と効果評価のために行うものです。本調査

で得られた情報につきましては、市町村による介護保険事業計画策定と効果評価の目

的以外には利用いたしません。また当該情報については、市町村内で適切に管理いた

します。 

 ただし、介護保険事業計画策定時および効果評価時に本調査で得られたデータを活用

するにあたり、厚生労働省の管理する市町村外のデータベース内に情報を登録し、必

要に応じて集計・分析することがあります。 

 

 



 

39 

 

問１ あなたのご家族や生活状況について 

（１）家族構成をお教えください 

１．1人暮らし ２．夫婦 2人暮らし(配偶者 65歳以上) 

３．夫婦 2人暮らし(配偶者 64歳以下) ４．息子・娘との 2世帯 

５．その他  

（２）あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか 

１．介護・介助は必要ない ２．何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない 

３．現在、何らかの介護を受けている 

（介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む） 

（３）現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか 

１．大変苦しい ２．やや苦しい ３．ふつう 

４．ややゆとりがある ５．大変ゆとりがある  

 

問２ からだを動かすことについて 

（１）階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（２）椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（３）15分位続けて歩いていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 
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問３ 食べることについて 

（１）身長・体重 

 

身長       cm 

 

体重             kg 

（２）半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 

１．はい  ２．いいえ 

（３）歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください 
（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて 32本です） 

１．自分の歯は 20本以上、かつ入れ歯を利用 ２．自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし 

３．自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用 ４．自分の歯は 19本以下、入れ歯の利用なし 

（４）過去 1年間に転んだ経験がありますか 

１．何度もある ２．１度ある ３．ない 

（５）転倒に対する不安は大きいですか 

１．とても不安である ２．やや不安である ３．あまり不安でない ４．不安でない 

（６）週に 1回以上は外出していますか 

１．ほとんど外出しない ２．週１回  ３．週 2～4回 ４．週 5回以上 

（７）昨年と比べて外出の回数が減っていますか 

１．とても減っている ２．減っている 

３．あまり減っていない ４．減っていない 
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（４）どなたかと食事をともにする機会はありますか 

１．毎日ある ２．週に何度かある ３．月に何度かある  

４．年に何度かある ５．ほとんどない  

 

 

問４ 毎日の生活について 

（１）物忘れが多いと感じますか 

１．はい  ２．いいえ 

（２）バスや電車を使って 1人で外出していますか（自家用車でも可） 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（３）自分で食品・日用品の買物をしていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（４）自分で食事の用意をしていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（５）自分で請求書の支払いをしていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（６）自分で預貯金の出し入れをしていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 
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問５ 地域での活動について  

（１）以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか（老人クラブ・
町内会・自治会の活動をのぞきます）※① - ④それぞれに回答してください 

 
週 4回 

以上 

週 2 

～3回 
週 1回 

月 1 

～3回 

年に 

数回 

参加して 

いない 

① ボランティアのグループ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

② スポーツ関係のグループや

クラブ 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

③ 趣味関係のグループ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④ 学習・教養サークル １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（２）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきい

きした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみた

いと思いますか 

１．是非参加したい ２．参加してもよい ３．参加したくない 

（３）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきい

きした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）と

して参加してみたいと思いますか 

１．是非参加したい ２．参加してもよい ３．参加したくない 
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問６ 
たすけあいについて  
あなたとまわりの人の「たすけあい」についておうかがいします 

（１）あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人（いくつでも） 

１．配偶者 ２．同居の子ども ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 ５．近隣 ６．友人 

７．その他（     ） ８．そのような人はいない 

（２）反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人（いくつでも） 

１．配偶者 ２．同居の子ども ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 ５．近隣 ６．友人 

７．その他（     ） ８．そのような人はいない 

（３）あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人（いくつでも） 

１．配偶者 ２．同居の子ども ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 ５．近隣 ６．友人 

７．その他（     ） ８．そのような人はいない 

（４）反対に、看病や世話をしてあげる人（いくつでも） 

１．配偶者 ２．同居の子ども ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 ５．近隣 ６．友人 

７．その他（     ） ８．そのような人はいない 
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問７ 健康について 

（１）現在のあなたの健康状態はいかがですか 

１．とてもよい ２．まあよい ３．あまりよくない   ４．よくない 

（２）あなたは、現在どの程度幸せですか 
（「とても不幸」を 0点、「とても幸せ」を 10点として、ご記入ください） 

 

 

 

（３）この 1か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありました
か 

１．はい   ２．いいえ 

（４）この 1か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない
感じがよくありましたか              

１．はい  ２．いいえ 

（５）タバコは吸っていますか 

１．ほぼ毎日吸っている ２．時々吸っている ３．吸っていたがやめた 

４．もともと吸っていない   
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（６）現在治療中、または後遺症のある病気はありますか（いくつでも） 

１．ない ２．高血圧 ３．脳
のう

卒中
そっちゅう

（脳出血
のうしゅっけつ

･
・

脳
のう

梗塞
こうそく

等
など

） 

４．心臓病 ５．糖 尿 病
とうにょうびょう

 ６．高脂
こうし

血症
けっしょう

（脂質
ししつ

異常
いじょう

） 

７．呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等） ８．胃腸・肝臓・胆のうの病気 

９．腎臓
じんぞう

・前立腺
ぜんりつせん

の病気   10．筋
きん

骨格
こっかく

の病気（骨
こつ

粗
そ

しょう症
しょう

、関節症等） 

11．外傷
がいしょう

（転倒
てんとう

・骨折
こっせつ

等
など

） 12．がん（新生物） 13．血液・免疫
めんえき

の病気 

14．うつ病  15．認知症
にんちしょう

(アルツハイマー病等) 16．パーキンソン病 

17．目の病気  

 

18．耳の病気 19．その他（         ） 

 

 

 

■■■以上で調査は終了です。ご協力ありがとうございました■■■ 
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介護予防・日常生活圏域ニーズ調査調査票（必須項目＋オプション項目） 

  

 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

調査票（必須項目+オプション項目） 

参考資料２ 
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記 入 日 平成   年   月   日 

調査票を記入されたのはどなたですか。○をつけてくだ

さい。 

 １．あて名のご本人が記入 

 ２．ご家族が記入 

    （あて名のご本人からみた続柄         ） 

 ３．その他 

 

 

 

 

（宛名ラベル） 

 調査票を記入する際は、各項目で該当する数字に○をつけてくだ

さい。 

 調査票記入後は、３つ折りにし同封の返信用封筒に入れて、 

  月  日( )までに投函してください。 

    （市・町・村）     課 

    係 

    圏域 

 

  [平成１８年度] 

第 ７ 期 

【調査票（必須項目＋オプション項目）】 
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個人情報の取り扱いについて 

個人情報の保護および活用目的は以下のとおりですので、ご確認くださ

い。 

なお、本調査票のご返送をもちまして、下記にご同意いただいたものと

見なさせていただきます。 

【個人情報の保護および活用目的について】 

 この調査は，効果的な介護予防政策の立案と効果評価のために行うものです。

本調査で得られた情報につきましては、市町村による介護保険事業計画策定の

目的以外には利用いたしません。また当該情報については、市町村内で適切に

管理いたします。 

 ただし、介護保険事業計画策定時に本調査で得られたデータを活用するにあた

り、厚生労働省の管理する市町村外のデータベース内に情報を登録し、必要に

応じて集計・分析することがあります。 

 

※    ：必須項目、    ：オプション項目 
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問１ あなたのご家族や生活状況について 

（１）家族構成をお教えください 

１．1人暮らし ２．夫婦 2人暮らし(配偶者 65歳以上) 

３．夫婦 2人暮らし(配偶者 64歳以下) ４．息子・娘との 2世帯 

５．その他  

（２）あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか 

１．介護・介助は必要ない ２．何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない 

３．現在、何らかの介護を受けている 

（介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む） 

【（２）において「1．介護・介助は必要ない」以外の方のみ】 

①介護・介助が必要になった主な原因はなんですか（いくつでも） 

１．脳
のう

卒中
そっちゅう

（脳出血
のうしゅっけつ

･
・

脳
のう

梗塞
こうそく

等）  ２．心臓病 ３．がん（悪性新生物） 

４．呼吸器の病気（肺気腫
はいきしゅ

・肺炎等） ５．関節の病気（リウマチ等） 

６．認知症
にんちしょう

(アルツハイマー病等) ７．パーキンソン病 ８．糖 尿 病
とうにょうびょう

 

９．腎疾患（透析） １０．視覚
しかく

・聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

 １１．骨折
こっせつ

・転倒
てんとう

 

１２．脊椎
せきつい

損傷
そんしょう

 １３．高齢による衰弱
すいじゃく

 １４．その他（       ） 

１５．不明   

【（２）において「1．介護・介助は必要ない」以外の方のみ】 

②主にどなたの介護、介助を受けていますか（いくつでも） 

１．配偶者(夫・妻) ２. 息子 ３．娘 

４．子の配偶者   ５．孫 ６．兄弟・姉妹 

７．介護サービスのヘルパー ８．その他（       ） 
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（３）現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか 

１．大変苦しい ２．やや苦しい ３．ふつう 

４．ややゆとりがある ５．大変ゆとりがある  

（４）お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか 

１．持家（一戸建て）  ２．持家（集合住宅） 

３．公営
こうえい

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

 ４．民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

（一戸建て）  

５．民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

（集合住宅）  ６．借家 

７．その他  

 

 

問２ からだを動かすことについて 

（１）階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（２）椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（３）15分位続けて歩いていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（４）過去 1年間に転んだ経験がありますか 

１．何度もある ２．１度ある ３．ない 
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【（８）で「１．はい」（外出を控えている）の方のみ】 

①外出を控えている理由は、次のどれですか（いくつでも） 

１．病気  ２．障害
しょうがい

(脳
のう

卒中
そっちゅう

の後遺症
こういしょう

など) 

３．足腰などの痛み ４．トイレの心配(失禁など)  

５．耳の障害（聞こえの問題など） ６．目の障害 

７．外での楽しみがない ８．経済的に出られない 

９．交通手段がない １０．その他（        ） 

（５）転倒に対する不安は大きいですか 

１．とても不安である ２．やや不安である ３．あまり不安でない ４．不安でない 

（６）週に 1回以上は外出していますか 

１．ほとんど外出しない ２．週１回  ３．週 2～4回 ４．週 5回以上 

（７）昨年と比べて外出の回数が減っていますか 

１．とても減っている ２．減っている 

３．あまり減っていない ４．減っていない 

（８）外出を控えていますか 

１．はい  ２．いいえ 
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（９）外出する際の移動手段は何ですか（いくつでも） 

１．徒歩 ２．自転車 ３．バイク 

４．自動車（自分で運転） ５．自動車（人に乗せてもらう） ６．電車 

７．路線バス ８．病院や施設のバス ９．車いす 

１０．電動車いす（カート） １１．歩行器・シルバーカー 

１２．タクシー １３．その他（         ） 

 

 

問３ 食べることについて 

（１）身長・体重 

 

身長       cm 

 

体重             kg 

（２）半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 

１．はい  ２．いいえ 

（３）お茶や汁物等でむせることがありますか 

１．はい  ２．いいえ 

（４）口の渇きが気になりますか 

１．はい  ２．いいえ 

（５）歯磨き（人にやってもらう場合も含む）を毎日していますか 

１．はい  ２．いいえ 
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（６）歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください 
（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて 32本です） 

１．自分の歯は 20本以上、かつ入れ歯を利用 ２．自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし 

３．自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用 ４．自分の歯は 19本以下、入れ歯の利用なし 

①噛み合わせは良いですか 

１．はい  ２．いいえ 

②【（６）で「１．自分の歯は 20本以上、かつ入れ歯を利用」「３．自分の歯は 19本以下、

かつ入れ歯を利用」の方のみ】 毎日入れ歯の手入れをしていますか 

１．はい  ２．いいえ 

（７）６か月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか 

１．はい  ２．いいえ 

（８）どなたかと食事をともにする機会はありますか 

１．毎日ある ２．週に何度かある ３．月に何度かある  

４．年に何度かある ５．ほとんどない  

 

問４ 毎日の生活について 

（１）物忘れが多いと感じますか 

１．はい  ２．いいえ 

（２）自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 

１．はい  ２．いいえ 
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（３）今日が何月何日かわからない時がありますか 

１．はい  ２．いいえ 

（４）バスや電車を使って 1人で外出していますか（自家用車でも可） 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（５）自分で食品・日用品の買物をしていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（６）自分で食事の用意をしていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（７）自分で請求書の支払いをしていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（８）自分で預貯金の出し入れをしていますか 

１．できるし、している ２．できるけどしていない ３．できない 

（９）年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか 

１．はい  ２．いいえ 

（１０）新聞を読んでいますか 

１．はい  ２．いいえ 

（１１）本や雑誌を読んでいますか 

１．はい  ２．いいえ 
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（１２）健康についての記事や番組に関心がありますか 

１．はい  ２．いいえ 

（１３）友人の家を訪ねていますか 

１．はい  ２．いいえ 

（１４）家族や友人の相談にのっていますか 

１．はい  ２．いいえ 

（１５）病人を見舞うことができますか 

１．はい  ２．いいえ 

（１６）若い人に自分から話しかけることがありますか 

１．はい  ２．いいえ 

（１７）趣味はありますか 

１．趣味あり 
（                ）   

２．思いつかない  

（１８）生きがいはありますか 

１．生きがいあり 
（                ）   

２．思いつかない  
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問５ 地域での活動について  

（１）以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか 
※① - ⑦それぞれに回答してください 

 
週 4回 

以上 

週 2 

～3回 
週 1回 

月 1 

～3回 

年に 

数回 

参加して 

いない 

① ボランティアのグループ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

② スポーツ関係のグループや

クラブ 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

③ 趣味関係のグループ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④ 学習・教養サークル １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤ 老人クラブ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥ 町内会・自治会 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦ 収入のある仕事 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（２）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきい

きした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみた

いと思いますか 

１．是非参加したい ２．参加してもよい ３．参加したくない 

（３）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきい

きした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）と

して参加してみたいと思いますか 

１．是非参加したい ２．参加してもよい ３．参加したくない 
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問６ 
たすけあいについて  
あなたとまわりの人の「たすけあい」についておうかがいします 

（１）あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人（いくつでも） 

１．配偶者 ２．同居の子ども ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 ５．近隣 ６．友人 

７．その他（     ） ８．そのような人はいない 

（２）反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人（いくつでも） 

１．配偶者 ２．同居の子ども ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 ５．近隣 ６．友人 

７．その他（     ） ８．そのような人はいない 

（３）あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人（いくつでも） 

１．配偶者 ２．同居の子ども ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 ５．近隣 ６．友人 

７．その他（     ） ８．そのような人はいない 

（４）反対に、看病や世話をしてあげる人（いくつでも） 

１．配偶者 ２．同居の子ども ３．別居の子ども 

４．兄弟姉妹・親戚・親・孫 ５．近隣 ６．友人 

７．その他（     ） ８．そのような人はいない 
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（５）家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください    

（いくつでも） 

１．自治会・町内会・老人クラブ  ２．社会福祉協議会・民生委員 

３．ケアマネジャー ４．医師・歯科医師・看護師 

５．地域包括支援センター・役所・役場 ６．その他 

７．そのような人はいない   

（６）友人・知人と会う頻度はどれくらいですか。 

１．毎日ある ２．週に何度かある ３．月に何度かある 

４．年に何度かある ５．ほとんどない  

（７）この１か月間、何人の友人・知人と会いましたか。                

同じ人には何度会っても 1人と数えることとします。 

１．０人（いない） ２．１～２人 ３．３～５人  

４．６～９人 ５．１０人以上  

（８）よく会う友人・知人はどんな関係の人ですか。（いくつでも） 

１．近所・同じ地域の人 ２．幼なじみ ３．学生時代の友人 

４．仕事での同僚・元同僚 ５．趣味や関心が同じ友人  

６．ボランティア等の活動での友人  

７．その他 ８．いない 
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問７ 健康について 

（１）現在のあなたの健康状態はいかがですか 

１．とてもよい ２．まあよい ３．あまりよくない   ４．よくない 

（２）あなたは、現在どの程度幸せですか 
（「とても不幸」を 0点、「とても幸せ」を 10点として、ご記入ください） 

 

 

 

（３）この 1か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありました
か 

１．はい   ２．いいえ 

（４）この 1か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない
感じがよくありましたか              

１．はい  ２．いいえ 

（５）お酒は飲みますか 

１．ほぼ毎日飲む ２．時々飲む ３．ほとんど飲まない 

４．もともと飲まない   

（６）タバコは吸っていますか 

１．ほぼ毎日吸っている ２．時々吸っている ３．吸っていたがやめた 

４．もともと吸っていない   
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（７）現在治療中、または後遺症のある病気はありますか（いくつでも） 

１．ない ２．高血圧 ３．脳
のう

卒中
そっちゅう

（脳出血
のうしゅっけつ

･
・

脳
のう

梗塞
こうそく

等
など

） 

４．心臓病 ５．糖 尿 病
とうにょうびょう

 ６．高脂
こうし

血症
けっしょう

（脂質
ししつ

異常
いじょう

） 

７．呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等） ８．胃腸・肝臓・胆のうの病気 

９．腎臓
じんぞう

・前立腺
ぜんりつせん

の病気   10．筋
きん

骨格
こっかく

の病気（骨
こつ

粗
そ

しょう症
しょう

、関節症等） 

11．外傷
がいしょう

（転倒
てんとう

・骨折
こっせつ

等
など

） 12．がん（悪性新生物） 13．血液・免疫
めんえき

の病気 

14．うつ病  15．認知症
にんちしょう

(アルツハイマー病等) 16．パーキンソン病 

17．目の病気  

 

18．耳の病気 19．その他（         ） 

 

 

 

■■■以上で調査は終了です。ご協力ありがとうございました■■■ 

 



 

61 

 

 

 

 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査調査票（オプション項目） 

  

 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

調査票（オプション項目の設問の意図） 

参考資料３ 
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問１ あなたのご家族や生活状況について 

№ 設問内容 選択肢 設問の意図 

（２） ①【（２）において「1．

介護・介助は必要ない」

以外の方のみ】 

介護・介助が必要になっ

た主な原因はなんです

か（いくつでも） 

１．脳卒中（脳出血･脳梗塞等） 

２．心臓病   

３．がん（悪性新生物）   

４．呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）   

５．関節の病気（リウマチ等） 

６．認知症(アルツハイマー病等)  

７．パーキンソン病  

８．糖尿病  ９．腎疾患（透析） 

10．視覚・聴覚障害   

11．骨折・転倒  12．脊椎損傷 

13．高齢による衰弱 

14．その他（       ）     

15．不明 

この設問は、介護・介助が必要になっ

た原因を問う設問です。要介護状態に

なる前の高齢者の介護・介助が必要に

なった原因を把握することにより、地

域課題（要介護状態になる原因）の把

握が可能になります。 

（２） ②【（２）において「1．

介護・介助は必要ない」

以外の方のみ】 

主にどなたの介護・介助

を受けていますか 

１．配偶者(夫・妻)   

２．息子 

３．娘    ４．子の配偶者   

５．孫    ６．兄弟・姉妹   

７．介護サービスのヘルパー 

８．その他（       ） 

この設問は、介助者の詳細を問う設問

です。要介護状態になる前の高齢者の

介護・介助の実態を把握することによ

り、地域課題（家族介護の実態）の把

握が可能になります。 

（４） お住まいは一戸建て、ま

たは集合住宅のどちら

ですか 

１．持家（一戸建て）  

２．持家（集合住宅）  

３．公営賃貸住宅 

４．民間賃貸住宅（一戸建て） 

５．民間賃貸住宅（集合住宅）  

６．借家  

７. その他 

この設問は、住宅の形態を問う設問で

す。地域の高齢者の住まい（サービス

付き高齢者向け住宅など）のニーズ把

握・サービス整備の検討の際に活用す

ることが可能になります。 

 

 

 

問２ からだを動かすことについて 

№ 設問内容 選択肢 設問の意図 

（８） 外出を控えていますか １．はい     ２．いいえ この設問は、外出を控えている場合の

原因を問う設問です。閉じこもり傾向

のある高齢者の原因を把握することに

より、地域課題（閉じこもり傾向のあ

る高齢者に不足している対策）の把握

が可能になります。 

（８） ①【（８）で「１．はい」

（外出を控えている） 

の方のみ】 

外出を控えている理由

は、次のどれですか 

（いくつでも） 

１．病気   

２．障害(脳卒中の後遺症など)  

３．足腰などの痛み 

４．トイレの心配(失禁など)   

５．耳の障害（聞こえの問題など） 

６．目の障害  

７．外での楽しみがない    

８．経済的に出られない 

９．交通手段がない   

10．その他（      ） 
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（９） 外出する際の移動手段

は何ですか（いくつで

も） 

１．徒歩 ２．自転車 ３．バイク 

４．自動車（自分で運転） 

５．自動車（人に乗せてもらう） 

６．電車 ７．路線バス 

８．病院や施設のバス ９．車いす 

10．電動車いす（カート） 

11．歩行器・シルバーカー   

12．タクシー   

13．その他（     ） 

この設問は、外出の際の移動手段を問

う設問です。高齢者の外出の際の移動

手段の実態を把握することにより、地

域課題（移動手段上の課題）の把握が

可能になります。 

 

 

問３ 食べることについて 

№ 設問内容 選択肢 設問の意図 

（３） お茶や汁物等でむせる

ことがありますか 

１．はい     ２．いいえ （３）は、嚥下機能の低下を把握する

設問、（４）は肺炎発症リスクを把握す

る設問です。必須項目にある設問のう

ち、咀嚼機能の低下を把握する「半年

前に比べて固いものが食べにくくなり

ましたか」も併せて確認し、３設問の

うち２設問に該当した場合は、口腔機

能の低下している高齢者になります。 

口腔機能が低下している高齢者の地域

分布を把握することは、事業の対象

者・対象地域・実施内容の検討の際に

活用することが可能になります。 

（４） 口の渇きが気になりま

すか 

１．はい     ２．いいえ 

（５） 歯磨き（人にやってもら

う場合も含む）を毎日し

ていますか 

１．はい     ２．いいえ この設問は、口腔ケアに問う設問です。

日常の口腔ケアの状況を把握すること

により口腔に関する地域課題の把握が

可能になります。 

（６） ①噛み合わせは良いで

すか 

１．はい     ２．いいえ この設問は、咬合状態・義歯の管理を

問う設問です。咀嚼機能や口腔衛生の

状況を把握することにより、口腔に関

する地域課題の把握が可能になりま

す。 

（６） ②【（６）で「１．自分

の歯は 20 本以上、かつ

入れ歯を利用」「３．自

分の歯は 19 本以下、か

つ入れ歯を利用」の方の

み】 

毎日入れ歯の手入れを

していますか 

１．はい     ２．いいえ 

（７） ６か月間で２～３kg 以

上の体重減少がありま

したか 

１．はい     ２．いいえ この設問は、低栄養の傾向を問う設問

です。低栄養の傾向のある高齢者の地

域分布を把握することは、事業の対象

者・対象地域・実施内容の検討の際に

活用することが可能になります。 
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問４ 毎日の生活について 

№ 設問内容 選択肢 設問の意図 

（２） 自分で電話番号を調べ

て、電話をかけることを

していますか 

１．はい     ２．いいえ この設問は、認知機能の低下を問う設

問です。認知機能が低下している高齢

者の地域分布を把握することは、事業

の対象者・対象地域・実施内容の検討

の際に活用することが可能になりま

す。 

（３） 今日が何月何日かわか

らない時がありますか 

１．はい     ２．いいえ 

（９） 年金などの書類（役所や

病院などに出す書類）が

書けますか 

１．はい     ２．いいえ この設問は、老研式活動能力指標に基

づく知的能動性の低下を問う設問で

す。本指標が低下している高齢者の地

域分布を把握することは、事業の対象

者・対象地域・実施内容の検討の際に

活用することが可能になります。 

（10） 新聞を読んでいますか １．はい     ２．いいえ 

（11） 本や雑誌を読んでいま

すか 

１．はい     ２．いいえ 

（12） 健康についての記事や

番組に関心があります

か 

１．はい     ２．いいえ 

（13） 友人の家を訪ねていま

すか 

１．はい     ２．いいえ この設問は、他者との関わりについて

問う設問です。地域課題（他者との関

わりの低さ）の把握が可能となります。 （14） 家族や友人の相談にの

っていますか 

１．はい     ２．いいえ 

（15） 病人を見舞うことがで

きますか 

１．はい     ２．いいえ 

（16） 若い人に自分から話し

かけることがあります

か 

１．はい     ２．いいえ 

（17） 趣味はありますか １．趣味あり→（       ）  

２．思いつかない 

この設問は、趣味・生きがいを問う設

問です。本項目と社会参加の関係性を

把握することにより、社会参加する高

齢者の傾向の把握が可能になります。 

（18） 生きがいはありますか １．生きがいあり→（          ）  

２．思いつかない 

 

 

 

問５ 地域での活動について 

№ 設問内容 選択肢 設問の意図 

（11） 以下のような会・グルー

プ等にどのくらいの頻

度で参加していますか 

⑤老人クラブ 

⑥町内会・自治会 

⑦収入のある仕事 

１．週４回以上   

２．週２～３回   

３．週１回   

４．月１～３回   

５．年に数回 

６．参加していない 

この設問は、高齢者の社会参加の状況

や就業状況を問う設問です。地域資源

（要介護状態になる前の高齢者の就業

状況）の把握が可能となります。 
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問６ たすけあいについて 

№ 設問内容 選択肢 設問の意図 

（５） 家族や友人･知人以外

で、何かあったときに相

談する相手を教えてく

ださい（いくつでも）   

１．自治会・町内会・老人クラブ 

２．社会福祉協議会・民生委員 

３．ケアマネジャー   

４．医師・歯科医師・看護師 

５．地域包括支援センター・役所・役

場 

６．その他 

７．そのような人はいない 

この設問は、地域の相談経路を問う設

問です。地域の相談窓口の活用状況を

把握することが可能となります。 

（６） 友人・知人と会う頻度は

どれくらいですか。 

１．毎日ある 

２．週に何度かある 

３．月に何度かある 

４．年に何度かある 

５．ほとんどない 

この設問は、友人関係を問う設問です。

事業を展開したことにより、地域での

つながりがどの程度増えたかをモニタ

リングすることが可能となります。 

（７） この１か月間、何人の友

人・知人と会いました

か。同じ人には何度会っ

ても１人と数えること

とします。 

１．０人（いない）  

２．１～２人  

３．３～５人  

４．６～９人   

５．１０人以上 

（８） よく会う友人・知人はど

んな関係の人ですか。

（いくつでも） 

１．近所・同じ地域の人   

２．幼なじみ   

３．学生時代の友人 

４．仕事での同僚・元同僚 

５．趣味や関心が同じ友人 

６．ボランティア等の活動での友人 

７．その他   

８．いない 

 

 

 

問７ 健康について 

NO 設問内容 選択肢 設問の意図 

（５） お酒は飲みますか １．ほぼ毎日飲む 

２．時々飲む 

３．ほとんど飲まない  

４．もともと飲まない 

この設問は、飲酒の習慣を問う設問で

す。高齢者の健康寿命に影響を与える

と考えられる本項目と他項目の関係性

を把握することにより、地域の高齢者

の特性把握が可能になります。 
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【本手引きの問い合わせ先】 

 

厚生労働省 

ＴＥＬ ：０３－５２５３－１１１１（代表） 

 

（介護保険事業計画に関すること） 
 厚生労働省老健局介護保険計画課  （内線 ２１７５） 

 ＦＡＸ ：０３－３５０３－２１６７ 
 
（調査項目、調査方法および地域包括ケア「見える化」システムへのデータ送付方法に関すること） 
 厚生労働省老健局老人保健課  （内線 ３９４７） 

 ＦＡＸ ：０３－３５９５－４０１０ 

 

（介護予防・日常生活支援総合事業に関すること） 

 厚生労働省老健局振興課  （内線 ３９８２） 

 ＦＡＸ ：０３－３５０３－７８９４ 

 

 

 ご要望はこちらへ → needs-cyousa@mhlw.go.jp 
 


